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政
権
交
代
の
影
響
は
当
市
の
予
算
に
大
き
な
変
化
を

生
じ
さ
せ
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
昨
年
比
9.5
%
増

の
276
億
3,411
万
円
。
こ
の
増
額
は
民
生
費
に
関
わ
る
予
算

増
に
よ
る
も
の
で
す
。
主
た
る
要
因
は
「
こ
ど
も
手
当

支
給
事
業
」
で
、
国
、
県
か
ら
17
億
円
、
当
市
は
こ
れ

ま
で
の
児
童
手
当
負
担
分
の
２
億
円
を
加
え
た
総
額
19

億
円
で
、
そ
の
対
象
は
約
9,200
世
帯
に
な
り
ま
す
。
財
源

や
事
業
の
行
方
は
不
透
明
で
す
。
ま
た
、
「
生
活
保
護

費
支
給
事
業
」
も
平
成
20
年
と
比
較
し
て
４
億
９
千
万

円
増
で
本
年
度
予
算
は
20
億
円
で
す
。
日
本
の
景
気
を

考
え
る
と
、
受
給
者
は
ま
だ
増
え
る
で
し
ょ
う
。
も
う

一
つ
、
市
は
本
年
よ
り
「
子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
」

の
入
院
・
通
院
の
医
療
費
の
無
料
化
枠
を
中
学
生
三
年

増
え
続
け
る
民
生
費
！

埼玉スタジアム2002　サッカー日本代表応援

ま
で
拡
大
し

3,400
万
円
増
額

と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
国
は
、
子
ど
も
手

当
制
度
の
全
額
国
庫
負
担
を
含
め

た
制
度
の
見
直
し
や
、
生
活
保

護
費
の
国
庫
負
担
率
の
拡
大
、

子
ど
も
医
療
費
等
の
全
国
一
律

の
助
成
・
負
担
な
ど
を
積
極
的

に
行
う
べ
き
で
す
。
地
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
権

限
と
財
源
を
地
方
へ
委
譲
す
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
す
。
ま
た
、

当
市
も
増
え
続
け
る
民
生
費
を
政
策
的
に
抑
制
す
る
努
力
を

怠
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
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平
成
22
年
・
３
月
定
例
議
会
報
告

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

た
が
、
市
民
の
要
望
に
応
え
る
に
は
、
さ
ら
に
財

源
の
不
足
を
補
う
必
要
が
あ
り
、
財
政
調
整
基
金

９
億
4,988
万
円
を
取
り
崩
し
ま
し
た
。
将
来
の
税
収

状
況
を
考
え
れ
ば
、
財
政
調
整
基
金
の
扱
い
は
慎

重
に
す
べ
き
と
指
摘
を
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
「
次
世
代
に
つ
な
が
る
元
気
な
富
士

見
」
を
目
指
す
編
成
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
子
ど
も
医
療
費
を
拡
充
、
民
間
保

育
所
２
園
建
設
補
助
、
第
２
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

整
備
、
妊
婦
健
康
診
査
助
成
の
拡
大
、
鶴
瀬
駅
東

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
、
暫
定
逆
線
引
き
地
区

の
市
街
化
区
域
再
編
入
の
ま
ち
づ
く
り
、
つ
る
せ

台
公
園
の
整
備
等
。
教
育
部
門
は
、
小
中
学
校
体

育
館
の
耐
震
補
強
工
事
、
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
工

事
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
中
央
図
書
館
の
運

営
。
こ
の
よ
う
な
主
要
施
策
に
取
り
組
む
姿
勢
と

市
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
自
主
財
源
確
保
策
に
つ
い
て
、
施
政

方
針
や
当
初
予
算
で
、
そ
の
姿
が
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
「
出
を
制
し
て
、
入
り
を
図
る
」
財
政
運

営
の
基
本
を
守
る
よ
う
指
摘
し
、
当
初
予
算
に
賛

成
致
し
ま
し
た
。

＊
注
１
）
臨
時
財
政
対
策
債
と
は
、
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付

す
る
べ
き
財
源
が
不
足
し
た
場
合
に
、
地
方
交
付
税
の
交
付
額

を
減
ら
し
て
、
そ
の
穴
埋
め
と
し
て
、
該
当
す
る
県
市
町
村
自

ら
に
地
方
債
を
発
行
さ
せ
る
制
度
。
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
。

　

３
月
定
例
会
は
２
月
23
日
か
ら
３
月
17
日
の
会

期
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会

計
な
ど
の
予
算
審
査
を
含
め
26
議
案
、
陳
情
や
議

員
提
案
議
案
等
14
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
276
億
3,411
万
５
千
円
で
、
子
ど

も
手
当
の
新
設
等
で
前
年
比
9.5
％
増
の
増
額
予
算

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
下
で
初
め
て
教

育
委
員
の
公
募
に
よ
る
同
意
人
事
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。
懸
案
の
議
会
基
本
条
例
を
策
定
す
る

た
め
の
議
論
の
場
を
議
員
提
案
で
「
議
会
活
性
化

の
た
め
の
条
例
策
定
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
が
委
員
長
と
し
て
そ
の
職
責

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

○

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

＊
歳
入
は
景
気
後
退
の
影
響
で
、
市
税
は
前
年
比

1.2
%
減
の
133
億
1,437
万
円
で
、
個
人
・
法
人
市
民
税

が
減
収
、
固
定
資
産
税
は
3.7
%
増
で
堅
調
で
す
。

地
方
交
付
税
は
国
の
動
向
が
不
透
明
な
状
況
で
、

前
年
比
27.8
%
減
の
20
億
円
。
減
額
分
の
補
填
を
臨

時
財
政
対
策
債
20
億
円
見
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
市
債
は
前
年
よ
り
増
え
、
29
億
7,373
万
円
に

な
り
ま
す
。
職
員
の
削
減
、
事
業
の
集
中
と
選
択

な
ど
を
実
践
、
行
財
政
改
革
を
遂
行
し
て
き
ま
し

○

市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
改
正

に
つ
い
て

＊
市
長
は
自
身
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
退
職
金
ゼ
ロ

を
訴
え
て
お
り
、
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

と
の
調
整
が
つ
か
ず
、
市
長
給
与
を
70
%
削
減
し

て
、
こ
れ
に
対
応
し
た
い
考
え
で
し
た
が
、
様
々

な
議
論
を
と
お
し
て
市
長
の
意
を
問
い
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

○

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

＊
教
育
委
員
の
公
募
に
よ
り
10
人
の
方
か
ら
応
募

が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、
箕
輪
菊
雄
氏
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
議
会
は
前
回
一
致
で
こ
れ
に
同
意
致
し

ま
し
た
。
教
育
行
政
の
進
展
に
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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臨時財政対策債の経年変化５年分

年　　度

１８

１９

２０

２１(見込額)

２２(予算額)

臨時財政対策債借入額

１，０４０，６００

　  ９４４，１３４

 　８８４，３２３

１，３３６，０２１

２，０００，０００

（単位：千円）



こ
れ
か
ら
の
富
士
見
市
を
語
る
9

 
今
回
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
も
９
回
目
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
の
方
法
を
取
り
入
れ
て
、
富
士

見
市
の
「
強
み
と
弱
み
」
を
整
理
。
続
い
て
そ
れ

ら
を
「
人
」
「
モ
ノ
」
「
金
（
財
政
）
」
「
情

報
」
の
４
つ
に
わ
け
て
分
析
す
る
と
、
「
転
入
者

が
多
く
人
口
は
増
加
し
て
い
る
が
、
わ
が
ま
ち
を

よ
く
知
っ
て
い
る
人
の
割
合
は
減
っ
て
い
る
」

「
田
園
風
景
は
残
っ
て
い
る
が
、
空
い
た
土
地
が

有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
」
「
駅
が
３
つ
も
あ
っ

て
交
通
至
便
だ
が
、
駅
前
が
さ
び
し
く
道
路
が
狭

い
」
な
ど
、
わ
が
市
の
特
徴
が
強
み
と
し
て
十
分

活
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
が
実
感
で
き
ず

「
個
性
・
特
性
が
な
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を

生
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
結
論
に

至
っ
た
の
で
す
。

 

で
は
、
わ
が
市
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
か
。
私
た
ち
の
提
言
は
、
収
入
の
大
部
分

を
住
民
税
に
頼
っ
て
い
る
わ
が
市
を
「
市
民
あ
っ

て
こ
そ
の
富
士
見
市
」
と
と
ら
え
、
『
東
京
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
は
な
く
、
職
場
も
買
い
物
も
す

べ
て
市
内
で
確
保
で
き
る
職
住
接
近
の
魅
力
あ
る

　
富
士
山
が
綺
麗
に
見
え
る
富
士
見
市
に
引
っ

越
し
て
か
ら
早
23
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
当
初
は
知
り
合
い
も
お
ら
ず
寂
し
い
日
々
を

送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
沢
山
の
素
敵
な

友
達
に
恵
ま
れ
、
こ
の
地
で
老
後
を
楽
し
く
暮

そ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
星
野
み
つ
ひ
ろ
さ
ん
の
奥
様
と
も
ひ
ょ
ん
な

事
か
ら
友
達
に
な
り
、
今
で
は
「
み
っ
ち
ゃ

ん
」
と
気
軽
に
呼
ば
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

　
先
日
、
買
物
に
行
く
途
中
で
大
き
な
体
の

み
っ
ち
ゃ
ん
に
出
会
っ
た
時
も
、
気
さ
く
に
大

き
な
声
を
掛
け
て
下
さ
り
（
散
歩
中
の
犬
か
ら

も
　

＾□ ；^

）
鶴
瀬
駅
西
口
都
市
計
画
の
話
を
解
り

易
く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
達
市
民
が
生
活
し
て
行
く
為

の
小
さ
な
要
望
に
さ
ら
に
耳
を
傾
け
、
地
域
に

密
着
し
た
政
治
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
安
心
し

て
暮
せ
る
素
晴
ら
し
い
富
士
見
市
に
し
て
下
さ

い
。

　
そ
し
て
ご
自
分
の
健
康
に
も
配
慮
し
て
下
さ

い
ね
。ゝ‿●

近
所
の
お
姉
た
ま
よ
り

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
』
そ
の
た
め
に
、
『
駅
前
商

店
街
の
活
性
化
や
企
業
の
誘
致
、
地
産
地
消
等
を

さ
ら
に
推
進
す
る
』
『
介
護
予
防
の
推
進
で
活
力

あ
る
高
齢
者
像
を
作
っ
て
い
く
』
『
医
療
機
関
の

連
携
強
化
と
同
時
に
、
子
育
て
支
援
・
母
親
教
育

の
充
実
に
取
り
組
む
』
な
ど
で
し
た
。

　

「
個
性
の
な
い
マ
チ
か
ら
魅
力
的
な
マ
チ
へ
」

そ
の
た
め
に
は
、
富
士
見
市
か
ら
埼
玉
県
へ
、
そ

し
て
全
国
へ
、
あ
る
べ
き
自
治
体
の
姿
を
提
案
し

て
い
く
こ
と
も
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
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開発が進み始めた区画整理（鶴瀬駅東口）開発が進み始めた区画整理（鶴瀬駅東口）



必読「ワクチンで防げる病気 こどもたちのために」text 日鼻 靖

　ワクチンで(Vaccine)防げる(Preventable)病気

(Diseases)をVPDと呼びます。

　子どもたちがかかりやすいVPDには、次のようなも

のがあります。

 

　今も毎年多くの子どもたちが、ワクチンで予防でき

るはずのVPDに感染して苦しんだり、後遺症を持った

り、死亡したりしています。

　先進国である日本の予防接種制度は、いわゆる先進

国、中進国のなかでは最低レベルです。

　日本では予防接種の必要性と安全性が国民にきちん

と伝えられていないために、安全性などワクチンに対

する誤解が多く、ワクチンの接種率が欧米などの国に

比べて低く、また、無料化しているワクチンの種類が

少なく、同時接種や混合ワクチンの普及が進んでいま

せん。

　平成13年に麻しんが流行した時は約30万人がかか

り、80人くらいの死亡者が出たとも推定され、平成19

年に大学生を中心に麻しんが流行して、大きなニュー

スになり、平成20年よりやっと日本においても麻し

ん、風しんワクチン(MR)が2回接種となりました。(先

進国ではとっくに2回接種が当たり前となっていました)

「ヒブワクチン」(平成20年12月)「子宮頚がんワクチ

ン」(平成21年10月)「小児用肺炎球菌ワクチン」(平成

22年2月)とやっと日本でも接種できるようになりまし

た。(しかしいずれも任意接種　自己負担)

　しかしいくらよいワクチンがあっても、皆が受けて

くれないことにはワクチンで防げる病気の被害が続き

ます。

　ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、B型肝炎ワ

クチン、ロタウイルスワクチン(日本では未発売)の４種

類は、WHOがどんなに貧しい国でも国の定期接種に入

れて、無料で接種して国民を守るように指示している

ものです。またWHOでは、おたふくかぜとみずぼうそ

うも先進国では無料化することが望ましいと勧告して

います。

　子どもの健康と命を守るためにはワクチンの無料接

種が大切です。本来であるなら国がやるべき事業では

ありますが、各地方自治体においては独自の補助制度

を導入しているところが増えてきました。となりの志

木市では子宮頚がんワクチンの全額補助、三芳町では

大人用肺炎球菌ワクチンの一部補助をきめました。

　今回6月より子ども手当が支給されますが、「子ども

手当でワクチンを！」接種することでお子さんの将来

を守ってください。

　ワクチンを接種して、ＶＰＤ(ワクチンで防げる病気)

から子どもたちを守りましょう。

　待ちに待ったゴールデンウィークも終わってしまいま

したね。

　どこかに行きたいけど、どこに行っても大渋滞と大混

雑。それでも毎年出かけてしまうのはどうしてでしょう？

　我が家は今年こそは自宅でのんびりと皆でＤＶＤ鑑

賞かな・・・と思っていましたが、結局出かけてしまい渋

滞にはまり余計疲れる休日となりました・・・（・ω・` ）

　ゆっくり過ごそうと思っているのに、毎年同じ事をして

しまうのはどうしてなのかな・・・。

ワクチンで防げる主な病気

麻しん（はしか）

おたふくかぜ

結核

ジフテリア

みずぼうそう

日本脳炎（にほんのうえん）

破傷風（はしょうふう）

百日せき

風しん

ポリオ

肺炎球菌感染症

ヒブ感染症（Hib感染症）

ロタウイルス胃腸炎

Ａ型肝炎

Ｂ型肝炎

黄熱病

狂犬病

子宮頚がん

インフルエンザ

日本でこどもがワクチンを接種できる病気　　参考：感染症情報センターHP
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Ｂ型肝炎

ヒブ感染症

小児用肺炎球菌感染

ジフテリア

百日せき

破傷風

結核

ポリオ

麻しん

風しん

おたふくかぜ

みずぼうそう

子宮頚がん

※ＥＵＶＡＣ．ＮＥＴを参照にして作成
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●定期接種（国の基本的ワクチンプログラムに組み込まれている）

▲任意接種（国の基本的ワクチンスケジュールに組み込まれていない）　　×未導入（国内では通常接種できない）

ワクチンが接種できるＶＰＤ

日本と欧米の『定期接種スケジュール比較』

ひがい

すいてい

こういしょう

しょうにようはいえんきゅうきん

かんこく

かんせん

ひつようせい あんぜんせい

せんしんこく

しきゅうけい

ふせ

ご かい

にん い

がたかんえん

こんごう

よ ぼうせっしゅせいど

おうべい

ま

のぞ

ふきゅう

ちゅうしんこく

ふう

まず


